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今年お世話になったレフェリーの方々（1991年）
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編集後記：　秋季気象学会の直前に中国から戻ってきま

した．日中共同研究の一環として，ここ1年半の間に5

回訪中し，ゴビ砂漢とオアシスで延べ4ヵ月観測を行っ

てきました．毎日観測し，その日のことを日記に書き留

めます．電話がないのは精神的に良かったです．1日に

1つのことをするのが中国流で，日本に帰ると中国ボケ

したのではないかと家族が心配します．そのまま，名古

屋で開催された秋季気象学会に参加．気象庁と比べると，

名古屋国際会議場は素晴らしい．どの会場も100人近く

の人を収容できるし，OHP・スライド・ビデオの設備

も完備している．学会で最も重要なことは，図と表をハ

ッキリと表示できる機器，そして参加者を収容するスペ

ース．満点に近いが，休憩室がなかったのがやや不満で

ある．私は人の話を長時間聞くのが苦手なので，よく休

憩室を利用する．休憩室で久しぶりにあった友人と話を

するのは，学会の楽しみの一つである．

　本来の編集の話に戻そう．毎月1回，編集委員会が気

象庁で開催される．投稿論文は回覧の後，編集委員が手

を挙げて，担当者が決まる．誰も手を挙げないときは，

編集委員長が指名する．担当論文の原稿がきれいなとぎ

は，しめたと思う．論文の内容に専念できるからだ．図

や表が汚い原稿は，完成度の低い論文が多い．

　文章の良し悪しは文才によるところが大きいが，図は

努力次第で確実に良くなる．r天気」は2段組なので，

刷り上がりの図の大ぎさは，横幅7cmと14cmの2種

類しかない．原図と刷り上がりの幅で縮小率が決まる．

適切な縮小率を決める際，役立つ経験則が「2mmの法

則」である．図中の文字や数字の大きさは2mmがベス

トで，スマートに見える．3mmだと不格好だし，1mm

だと小さい．この経験則は驚くほどよく当たる．

　最近，ロータス等のパソコン・ソフトを用いて，24ド

ットのプリンターで作図したものをよく見かける．私は

あまり好きではない．刷り上がりが良くないからだ．イ

ンクリボソの薄いものはロットリングでトレースしなお

した方がよいと思われるものがある．また，レーザープ

リンターで書いた等値線も細くて，原図に適さないのも

ある．

　私は，図がきれいで，適切な引用がしてある論文が好

きである．適切な引用により，従来の研究でどこまでや

られていて，何がまだ未解決であるかという点がはっき

りしてくるからだ．気象学会には気象集誌という専門誌

があるが，天気の論文も完成度の高いものをめざした

い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲斐憲次）
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